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1.はじめに 

自転車は交通手段として利便性が高く、駅

周辺には駐輪自転車が数多く見られる。環

境・健康・活性化などの視点からも、自転車

を中心としたまちづくりが注目されおり、自

転車走行空間の整備が進められている。1)    

しかし、快適で利用しやすい自転車空間は

いまだ発展途上である。混合交通により引き

起こされる歩行者と自転車の事故は平成 8 年

から 28 年までで 4.8 倍に増え、2,767 件の事

故が起こっている。 

近年国土交通省が、自転車通行環境整備の

モデル地区を全国 98 箇所選定し実験を行っ

ており、これからの自転車交通の発展が望ま

れている。しかしながら、各駅周辺ではいま

だに放置自転車、駐輪場の問題が解決されて

いない所が多い。 

 

2.目的 

本研究では JR 本八幡駅周辺の駐輪場を事

例として取り上げ必要スペース及び放置自転

車対策を含む運営上の課題について考察する

ことを目的とする。 

 

3.概要 

3.1自転車の運営問題点 

放置自転車対策のために、市川市は「放置

禁止区域」に指定し、シルバー人材センター

を動員して放置対策にあたっている。本八幡

駅では、9月1日から、「本八幡駅南口ロータリ

ー周辺および市道6053号」の放置自転車対策

を強化した。2) 

自転車撤去では「市川市自転車などの放置

防止および自転車駐輪場の整備に関する条

例」、「市川市自転車駐輪場の設置および管理

に関する条例」により、自転車の撤去を市川

市は行ってきた。平成19年より、自転車の 

撤去負担量を4,000円から3,000円に改め、

撤去を行った自転車などの取引率向上を図っ

た。       

駐輪場の管理費用の問題は、市川市は平成

18年の放置自転車対策や駐輪場管理費用、放

置対策費用を合計すると7億7870万円を費や

している。駐輪場使用料、撤去保管代金の支

払いを考慮しても4億6887万円の金額がかか

っている。 

盗難問題では市川市内では平成19年に1984

件の自転車の盗難が発生している。平成20年

には4月から8月までの発生件数が約1400件発

生しており、このうち発生状況が明らかとな

っている499件の内、盗難発生率が一番高いの

が駐輪場で278件(55.8%)という結果が出てい

る。また、本八幡駅周辺には商業施設の駐輪

場も数多く存在しており、放置自転車減少へ

大きく役立っていると考えられ、民間と行政

の協力の必要性が見られる。3)
  

 

表－1 運営問題点 
一般的な問題 説明

放置自転車
自転車の安全利用の促進および自転車など
の駐車対策の総合的推進に関する法律(自
転車法）

自転車撤去
市が撤去をし、各市町村が独自の条例で取
り締まっている。　対策費用の問題

駐輪場の管理費用
駐輪場の建設費、維持費など費用が高額に
なってしまっている。

盗難問題 防止策のために、監視カメラなどを設置

行政と民間の協力
必ずしも、行政だけで解決する問題ではな
い。商店側も行政と協力するべきだ

料金設定 妥当な料金価格の決定

駐輪場不足 駐輪場を利用できない状況が生じている。

無料化の是非 コスト意識低下、駐輪場不足を引き起こす原因

項目

運営問題

 

(文献4を参考にして作成) 

 

 

写真－1 商業施設の一定時間無料駐輪場 

(2008 年 10 月撮影) 

 On Reseed Bicycle parking in the Suburbs of Metropolitan Area 

OKAZAKI Yusuke , ISOHATA Hiroshi 



3.2定期利用価格 

各駐輪場の料金価格は本八幡では1,050円

となっている。地下駐輪場では2,100円や

1,800円と通常の価格より高くなってしまう

が、利用者は増加傾向を見せている。(表－2

～表－5) 

 

表－2 本八幡駅駐輪場5) 

駐輪場名
(自転車)

収容台数
定期使用料金
(一ヶ月あたり)

定期利用
空き状況

第１駐輪場 2,030 1,050 ×

第２駐輪場 1,380 1,050 ×

第３駐輪場 2,900 1,050 ×

第４駐輪場 270 1,050 ×

第５駐輪場 780 1,050 ×

第６駐輪場 350 1,050 ×

第７駐輪場 600 1,050 ×

第８駐輪場 530 1,050 ×

第９駐輪場 250 1,050 ×

地下駐輪場 1,050 2,100 ×

第２地下駐輪場 451 ― ―

第３地下駐輪場 340 2,100 ×

合計 10,931  

 

表－3 行徳駅駐輪場5) 

駐輪場名
(自転車)

収容台数
定期使用料金
(一ヶ月あたり)

定期利用
空き状況

第一駐輪場 3800 1,050 ○

第二駐輪場 1800 1,050 ○(2階)

第三駐輪場 500 ― ×

第四駐輪場 700 ― ×

合計 6800  

 

表－4 市川駅駐輪場5)
 

駐輪場名
(自転車)

収容台数
定期使用料金
(一ヶ月あたり)

定期利用
空き状況

第1駐輪場 2200 1,050 ×

第2駐輪場 1050 1,050 ○

第4駐輪場 1600 1,050 ×

第6駐輪場 1200 1,050 ×

地下駐輪場 1900 2,100 ×

第7駐輪場 90 ― ―

合計 8040  

 

表－5 葛西駐輪場6) 

駐輪場名
(自転車)

収容台数
定期使用料金
(一ヶ月あたり)

定期利用
空き状況

西口駐輪場 4,900 1,800 ○

東口駐輪場 4,500 1,800 ○

合計 9,400  

 
写真－2 満車状態の駐輪場 

(2008 年 10 月撮影) 

 

3.3本八幡駅周辺 

八幡の街は、市川市の中心であり市川市役

所も八幡に存在している。JR 総武本線、都営

地下鉄新宿線の本八幡駅、京成電鉄の京成本

八幡駅が存在している。JR 本八幡駅は各駅停

車のみ停車するが、京成電鉄と都営地下鉄新

宿線は特急、快速も停車する。都営地下鉄で

は唯一の東京郊外にある駅でもある。 

 JR本八幡駅の利用状況を見ると2007年の1

日乗車人員は 58,509 人であり、千葉県内では

9 位となっている。 

 

4 調査結果 

4.1 本八幡駅における必要駐輪可能台数の概

算 

本八幡駅周辺の駐輪場施設はすべて満車状

態なため、駐輪場施設の増設が必要である。

そこで、駐輪場設置に空きのある 3 駅を選び、

駅の 1 日利用者数と駐輪場の収容台数から比

を求め、本八幡と比較することで必要駐輪台

数を概算すると表－6 のように、比率が 5.22

となった。 

本八幡駅の1日の駅利用者数は78,204人で、

最大収容数は 10,931 台である。この比率は

7.154 である。比率が 5.22 になるためには本

八幡の最大収容数を約 15,000 台にすれば飽

和状態を緩和できる。 

 

表－6 利用者数と収容数の比率 

駐輪場名
(自転車)

1日の駅
利用者数

最大収
容車数

駅利用者数と
最大収容車数
の比率

市川駅 52193 8040 6.492

葛西駅 48211 9400 5.129

行徳駅 27459.5 6800 4.038

平均値 5.220



4.2 放置自転車対策強化 

市川市は9月1日から、「本八幡駅南口ロー

タリー周辺および市道 6053 号」の放置自転車

対策を強化した。2) 

取締りをする前は本八幡駅南口ロータリー

周辺と市道 6053 号の違法駐輪台数は 97 台と

57 台であったが、取締り強化後の 9 月 1 日に

は 2 箇所共 0 台となった。放置対策強化は効

果を発揮した。 

駅前ロータリーでは景観性を考えて地域住

民の人々が植えた花壇をカラーコーンの変わ

りに置き、自転車を放置しにくい状況を作り

だしている。 

 

表－7 放置対策前後の放置自転車台数 

 

写真－3 

市道6053号の放置対策前とその後の風景 

かつまた竜大「新しい風を竜大まっしぐら」 

2007年2月13日より引用 

 

 

写真－4 駅前ロータリーの花壇 

(2008 年 10 月撮影) 

 

写真－5 商業施設の隣にある駐輪場 

(2008 年 10 月撮影) 

 

 

写真－6 時間を識別するためのシステム 

(2008 年 10 月撮影) 

 

4.3 商業施設を利用した駐輪場 

平成 20年 10 月 10 日から情報プラザ１F に

て、商店を改装して作った商業施設利用者の

ための無料駐輪場が作られた。 

商業施設を改装して造ったので、屋根つき

の駐輪場となっている。利用は１～２時間を

目安としている。2 時間以上を過ぎると撤去

の対象となる場がある。識別方法として 11

時、1 時、3 時とそれぞれの色のついたマグネ

ットを自転車に貼り、駐輪時間を把握してい

る。マグネットを使用することにより、駐輪

場設備代のコストを下げている。 

利用可能時間は 10：00～19：00 までとなっ

ており、19：00 を過ぎると、店のシャッター

を下ろし利用不可能な状態になる。 

商店を改装して駐輪場を作るのは全国から

見ても珍しいケースといえる。この駐輪場は

2009 年 3 月までの期限で試用されている。 

本八幡駅南口
ロータリー周辺 市道6053号

H20.8.29 97台 57台

H20.9.1
(取り締まり後）

0台 0台



 

地図－1 駐輪場の位置 

出典）市川自転車情報局自転車対策課駐輪場

MAP より 

 

5.考察 

本八幡駅周辺に求められる駐輪場の台数は、

市川駅、行徳駅、葛西駅の駐輪場対策を元と

して考え、約 15,000 台となった。この数値を

参考として考えると現在の駐輪場収容台数は

1,0931 台であるので、4,000 台分の増設が必

要であり、駐輪場の飽和状態を緩和できると

考える。しかし、4,000 台の増設は現実問題

として非常に難しく、場所も建設費も必要で

ある。それに比例して、定額使用料金も高額

なものとなってしまうことが、葛西駅の例(表

－3)を見て分かる。 

葛西駅では、江戸川区が新システムの地下

駐輪場を 36 億円の建設費をかけてまで増設

した。本八幡では商業施設などを駐輪場とし

て使用するなど各行政はさまざまなアイディ

アを考え試行錯誤している。しかし、商業施

設を利用する駐輪場の候補は必ずしも十分で

はない。 

これに対して、放置自転車対策強化の効果

は大きいといえる。人員を導入することによ

って、違法放置自転車を 0 台にするまでに至

った。(表－7)市道 6053 号は本来の 2 車線道

路の姿を取り戻し緊急車両などの妨げになる

ことはなくなった。南口駅前ロータリーは放

置自転車がなくなったことにより景観性がよ

くなり、歩道も広くなり歩行者の移動がスム

ーズになった。 

 
写真－7 葛西駅地下駐輪場 

出典)浦安市議会議員宝新氏ブログより 
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